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はじめに
2005年3月24日、ヒースロー空港に着く。 1980年、 32歳にして初めてイギリ
スの地を踏んだときのあの感動はなし、。 25年ぶりに長期滞在の目的でイギリス
を訪れた第一印象は道路端に所狭しと咲いているラッパズイセン(dafodils)の
可憐さと、外の空気の冷たきだった。コンパクトカーを予約していたのに、
AVISが用意してくれたのはシルバーの小型ベンツだった。 25年前の私は、車
の免許も持たず、イギリス文化については、文学作品の中でしか知らない程度
の文化音痴だった。そのときの私には、 2歳の長男を連れての貧乏生活が待っ
ていた。当時は 1ポンドが550円。必死になって探して泊まったハイド・パー
ク近くのゴアホテルのファミリールームは37ポンドだった。 1晩で2万円が消
えてゆく怖ろしさを今でも覚えている。
しかし、今回は違う。円高のおかげで1ポンド200円。ヒースロー空港から
ベンツを運転し、近くのウインザー(Windsor)の宿、 TheManor Hotelまで妻と
の2人旅だ。 1480年に建てられたときの柱が今もそのまま残っているo この
The Manor Hotelは、古いホテルだが、各部屋の鍵はすべて最新式のオートロ
ック。風呂もパスタブ付きの最高のもので、これで2人69ポンド、 14.000円。
それにイギリス式朝食(fulEnglish breakfast)が付いている。
翌3月25E3からイースターが始まり、 EasterSunday ( 3月27日)とともに、夏
時問(ω3別叩u山叩1口fiI
銀行休日 (BankHol叶出ida勾y)のことも知らず、日曜日と月曜日、すべての庖が閉ま
っていたので、食事を取ることすらで、きなかった。 2歳の息子に「お腹減った
ね」と言われたことを今のことのように思い出す。モスクワ経由でアイロフ
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ロートを利用したのだが、そのとき出された機内食のパンを残していたので大
いに助かった。
今囲は違っていた。京都橘大学の英語コミュニケーション学科で19年も教え、
さらに文化政策学部に移って 4年、「イギリス文化事情」を担当してきたので、
イギリスについての本は、読みうるかぎり読んできた。特に、イギリスのナシ
ョナル・トラスト (TheNational Trust)運動やウィリアム・モリス (Will即 nMor 
ris)が「村おこし」をしたコッツウォルズ(Cotswolds)の村々をできるだけ訪れ、
カメラに収めてこようとしづ明確な目標もあった。
もちろん、こうしたイギリスにおける文化政策をこの目で見てこようという
目的以外に、 D.H・ロレンスというイギリス作家の書簡集の翻訳という仕事
があった。 D.H・ロレンスは、 44歳という若さでこの世を去った短命の作家
だが、ノッテインガム大学の恩師ウイークリー教授の妻、フリーダ・ウィーク
リー (FriedaWeekley)と駆け落ちをして、結婚後18年間をほぼ海外で生活をした
旅人でもあった。ところが、 2000年に完結したケンブリッジ版、『ロレンス書
簡集』は、全8巻あり、そこに5700通ものロレンスの手紙が収められている。
このロレンスの書簡をすべて翻訳しようという壮大な企画が持ち上がり、 2005
年に1912年のロレンスの手紙171通を第3巻として出版した。今年1913年の書
簡集第4巻を出版し、 1910年と1911年の書簡集第2巻の翻訳の編集責任を私が
やることになったのである。
こうしたはっきりとした目標を持って、私は 1年間、 D.H・ロレンスが
「わが心の故郷J (‘The country of my heart')と呼んだイー ストウッド(Eastwood)
の田舎町に滞在することができた。この 1年間の海外研修で私が目標としてい
た研究以外に、何を発見できたのか、そのことを報告しておきたい。ただ、イ
ギリスの「文化政策」については、本学文化政策研究センターの『ニューズレ
ター』に「イギリス観てある記J (現在第8回)として連載しているので、そち
らも読んでいただきたい。
(1)イギリス到着第1日目のカルチャーショック
The Manor Hote!は、実は日本からコンピュータで予約したホテルであり、
値段が 2人5:69.00で、古そうなホテルということ以外に何の情報もなかった。
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ところが、実際に訪れてみると、何と 4つ星ホテルであり、床はぎしぎしとき
しむものの、オートロックのドアといい、風呂場の設備も超1流だった。
ただ、ヒースロー空港から、このウインザーの TheManor Hote!まで私が運
転する車でたどり着かねばならない。インターネットで予約した後、次のよう
なe-mai!が送られてきた。
We are !ocated: 
From London Heathrow airport - 10 mins - Exit the airport onto the m4 
and head west bound. Exit Datchet. First mini roundabout go straight on. 
At the second mini roundabout turn right. At the third mini roundabout 
bare !eft - the hote! is on the !eft hand sid巴oppositethe village green. 
一読して分かった、と思い、ヒースロー空港から10分ほどで無事到着できた。
が、英語教師というのは単語1つに引っかかってしまう。最後の r3つ目の小
さな環状交差点(roundabout)でbare!eftしなさい」というのは、正しくはどう
訳すのだろう、と気になって、ホテルレセプションの若いイギリス人女性に開
いてみた。すると、 rdirect!y !eftではなく、 bare!yに!eftであり、だいたい左
に曲がるという意味で、す」と教えてくれた。
しかし、第2外国語として英語を学んだ日本人には、この bareは絶対に動
詞に違いない、と電子辞書で bar巴を引くと、 bareニエto!et something be seen 
by removing something that is covering it.と説明している。「何かを取り払っ
て見えるようにする」のであるから、「左のほうに見えてくる」ぐらいのニュ
アンスでいいのだ、と一応自分を納得させた。が、日頃から英B翻訳を学生に
教えている日本人英語教師でゐるゆえに、この 'bare!eft'はどこか引っかかる。
もう一度質問する勇気もなく、翌朝、支払いを済ませようと VISAカードを差
し出すと、 'PINnumber， p!ease.'と言われ、一瞬ことばを失った。実は、私は
今まで VISAカードを海外で差し出して、「暗証番号J (personal identification 
number)を関われたことは一度もなかった。それで、とっさに、今回予約した
VISAカードの暗証番号が思い出せない。「これまで通り、 signatur巴では駄目
で、すか」と言っても、‘No'と言われて、結局、現金で支払うことになってしま
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った。
イギリスでは、私の滞在中に、署名によるカード決済がすべて禁止になり、
スーパーマーケットなどで老人が暗証番号を開治通れても答えられず、長蛇の列
ができるとし、う珍事がいたるところで見られた。カード先進国におけるカード
の不正使用が多発する中での暗証番号読み取り機の登場がイギリス到着2日目
の私のカルチャーショックとなったのだっtc.o
ただ、このホテルレセプシヨンのイギリス人女性が説明してくれた‘bar巴
left'解釈は、 2週間で、嘘であることが判明した。実は、ノッテインガム大学
D.H・ロレンス研究センター長、ピーター・プレストン (PeterPreston)教授
の家に招待されたとき、この‘bareleft'の質問をしてみた。書斎から分厚い辞
書を持ってきて、「‘turnto one direction， move to one direction'という意味で
あって、‘bare'はミススペリングで、‘bear'とやるべきで、す」とみごとに解決
してくれた。
‘bare left'が‘bearleft'の単なるスペルミスだったわけだが、実は耳から開
けば、‘bare'も‘bear'も同じこと。日本人には、「軸受けJ という意味の
「ボールベアリング」は誰でも知っている単語であるし、この‘bear'(r産むJ)
という動調がなぜ、「だいたい左のほうに曲がる」とし、う意味になるのかを考
えれば、コウノトリが赤ん坊を「運んで、」くれる世界が見えてくる。‘bare'と
‘bear'のそのことばの奥に不思議なことばの語源が隠れていたようだ。‘bear
(bare) left'とPINnumberという 2つの英語表現が、私にとって最初の英語ら
しい英語として、私のノートに記録されたのだった。
(2)イーストウッドの生家博物館(TheBirthplace Museum)で発見した4枚の絵
D.H・ロレンスは1885年9月11日に、ヴィクトリア通り 8Aの長屋に生ま
れ、『息子と恋人J (SOIl3 QlId Lo附 s，1913)で描かれることになる「谷底長屋」
(Breach House)に1888年の 9月に転居するまで、ここに住んでいた。その生家
が今、ブロクストウ区役所(BroxtoweBorough Council)によって買い取られ、生
家博物館となり、地元の人たちにはすべて無料で、開放されている。また、この
博物館には、ロレンスが描いた水彩画12点が展示されているというので、全部
を見せてもらった。が、そのとき、「日本人研究者でロレンスの絵画研究に打
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ち込んでいる友人がし、るので、ぜひ写真を撮らせてもらいたし、」とお願いする
と、何と、「自由にどうぞ」と言ってくれた。その日は日曜日で、実は、博物
館で働いていたのは、大学院でロレンスを研究している Seanというアルバイ
トの大学院生だった。私自身、これまで何度も博物館を訪れていて、このイギ
リス入学生と仲良くなっていたので、許可してくれたのだと思う。が、その12
枚の絵を私の友人に送ったところ、その中の4枚は初めて見る絵なので、どこ
から購入したのか調べてほしい、できれば正面から写真を撮ってもらえないか、
という e-mailを受け取った。この友人は、これまで世界中に散逸しているロ
レンスの絵を捜し求めて、 2004年 rD. H・ロレンス絵画作品集.J (創元社)と
いうこれまで、に分かっているかぎりの絵画を見つけ歩いて、 162枚の絵画すべ
てを印刷出版している。その本にすら載っていないロレンスの絵画が、ロレン
スの生家博物館に静かに眠っていたので、ある。もちろん、この友人は、生家博
物館がロレンスの絵を購入したという情報を得て、 10回近く手紙を出して確か
めたけれども、返事がなかったのだと言う O
私はロレンスのこの新しい絵を発見したとき、実は、 D.H・ロレンスが結
婚を申し込んだ 2番目の恋人、ルイーザ・パロウズ(LoisaBurrows)への1911年
の手紙を翻訳していた。ノッテインガム高校を卒業し、助教員をしながら、イ
ルケストンの教員養成学校に通い、奨学金を得てノッテインガム大学の教育学
部に入学。教員資格を1908年6月に取得して、ロンドン郊外のクロイドンにあ
るデイヴィドスン・ロウド・ボーイズ小学校に赴任する。クロイドンのアディ
スコム・コルワース通り12番地のジョーンズUohnWilliam Jones， 1868-1958)家に
下宿をしながら、ルイーザ・パロウズに100通以上もの手紙を書き続けている。
その手紙の中でも最も感動的なものが、そのジョーンズ家の当時3歳のメア
リー (HildaMary J ones， 1908-1997)のことを書いたものであることは、誰しもが
認めるところだろう。ロレンスは、自分の部屋に関入してきていたずらをする
メアリーのことをこのように描いているO
……メアリーはイギリスで一番かわし、ぃ子どもだと本当に思っています。
それに彼女はものすごし、し、たずらっ子で、す。お風呂に入ると、八重咲きの
花のように、メアリーの髪は満聞となり、顔はリンゴの花のつぼみのよう
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になるのです。僕の頭の上で高い高いパーをしてくれと駄々をこね、かか
とで僕の首のところを蹴りたいとせがむのです。それから、こっそりと降
りてきて、僕のビールを飲むのです。口の周りを泡だらけにして、横目で
この僕をちらりと見ているメアリーの姿を見るべきです。こら待て、と彼
女を追っかけます。ビールが大好きな、小悪人なんです。
(ルイー ザ・パロウズへの手紙、 1911年4月7B) 
ロレンスのどーjレをこっそり飲んで顔を赤くしているお茶目なこのメアリー
の描写は、このまま短編小説にでもなるほどみごとに仕上がっている。この時
期ロレンスはジョーンズ家のようすを4月7日、 9日、 10日、 128と毎日のよ
うに手紙にしたため、メアリーとキスをする場面が次のように書かれている。
……メアリーは僕と一緒に手紙を出しに行こうと僕がこの手紙を書き終え
るのを今か今かと待っています。彼女は外に出て、暗闇の中で星や月を見
るのが大好きです。
「あれなあに?Jと星を見て開いてきます。
「少女たちがロウソクを手に持ってベッドに行くところなんだよJ と教
えてやるのです。
「どこに行くの?J
その質問に答えられないので僕は、「ほら、風が吹いてロウソクが消え
ちゃうよ」と言ってやるのです。彼女は僕の首にしっかりと抱きついてい
て、驚いたように空を見上げながら、彼女の頬にぴったりつけるのです。
また邪魔が入りました。メアリーが僕のブレスレットをはずして、僕の
鼻を拭いてくれ、 3回もキスをしてくれたのです。君の 2回よりも 1回多
くしてくれました。気にすることはありません。来週、それ以上にすれば
いいんですから。そうでしょう。
(ルイー ザ・パロウズへの手紙、 1911年、 4月10日)
今田新しく発見した4つの絵のうちの 2つの絵(r干し草作りの風景」と「湖の
131 (174 ) 
ある風景J)は1912年に描かれた3枚の絵の中の 2つ
であり、もう 1枚の「風車のある風景」とともに、
実はこのメアリー・ジョーンズが所蔵していたもの
だったのだ。彼女の家の居間に飾られていたが、メ
アリーの死後、オークションに出され、 1998年に、
ブロクストウ区役所が買い取った、とパネルには書
いてある。新しく発見したあと 2枚の絵は、 1905年
に描かれた「山荘と山J，-風車とアヒルJ (これはア
ヒルではなく、ガチョウだと思われるが)[写真1]であ
り、 1999年に同じくブロクストウ区役所が買い取っ
たものなのだ。この 2中文の絵には、はっきりとロレ
ンスのサインが入っている。この4枚の新しい絵は
すべて水彩で、後期のロレンスの絵と違って、実に
写実的に描かれている。この絵が果たして誰の絵の
模写であるのか、はっきりしない。 1912年に描かれ
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ている絵は、クロイドン周辺の風景画で、あったのか、これからさらに明らかに
なることだろう。
(3)チッピング・ノートン(ChippingNorton) の古本屋での『アジ‘アの光~ (The 
Light 01 Asia， 1879)初版本の入手
今回在外研修でひそかに心に決めていたことの 1つには、古本の町へイ・オ
ン・ワイ (Hay-on-Wye)訪問があった。ヘイ・オン・ワイは今日、 38の古本屋を
集め、「本の町J (Town of Books)と称して民宿(B& B)だけでも55軒を擁し、世
界中から観光客をあつめる町として有名である。 1950年代にロンドンからの単
線の鉄道が廃線となって過疎の村となったにもかかわらず、リチヤード・ブー
ス(RichardBooth)という30代の青年が、 1962年、 700ポンドで庖を買い取り、さ
らにヘイ城まで購入して、そこで古本屋をスタートさせたのだった(詳しくは、
リチヤード・ブース著、東民理子訳『本の国の王様』、創元社、 2002年;北尾トロ、高
野麻結子編著『新世紀書庖』、ポット出版、 2006年参照)。
さて、そのへイ・オン・ワイに行く途中、コッツウォルズのチッピング・
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ノートンという小さな町に立ち寄った。実はこの町にもいい古本屋(Kellow
Books， 6 Market Place， Chipping Norton， Oxford OX7 5NA)があることを以前から知
っていたので、休憩をかねてのぞいてみた。ロレンスの初版本をはじめ、 5冊
ほど購入し、ピーター (Peter)という名前のおやじさんに、「わざわざ日本から
やってきたので、少し負けてもらえますか」と厚かましくも言うと、 8ポンド
も負けてくれた。本の虫のようなおやじさんだったので、まさか、と思いつつ、
「エドウイン・アーノルド(EdwinArnold)の『アジアの光』という本をご存知
で、すか」と尋ねてみると、「あるよ」の一言。詩集のみを並べている本棚のと
ころに案内してくれて、「ほらこれだろ」と言って本棚から取って、タイトル
を確かめていた。そして、その本の出版年(といってもローマ数字で書かれていた
のだが)を見て、一瞬驚いた表情をした。その本棚にはマシュー・アーノルド
(Mathew Arnold)の詩集が所狭しと並んでおり、その中に、このエドウイン・
アーノルドの『アジアの光』が紛れ込んでいたといってもいし、。おやじさんは、
f1879年? えらく古い本だ」と言いながら、私に渡してくれたが、本には鉛
筆で ;[5.00と書かれていた。たったの1，000円か、と私も驚き、 'Can1 get it?' 
と聞くと、仕方がないといったようすで‘NoprobI巴がときた。
マシュー・アーノルドの作品は、イギリス人にもよく読まれているので、新
しい版がし、くつも並んでいた。ところが、エドウイン・アーノルド (Edwin
Arnold， 1832-1904)は、イギリスの詩人とはいっても、インドのボンベイにある
デカン・カレッジ校長を務めたり (1856-61)、日本を訪れて(1877)、仙台に滞在
し日本人の妻と結婚したりしていたこともあり、イギリス人にとっては、マシ
ュー・アーノルドほど今日では知られてはいない。もちろん、マハトマ・ガン
ディー (MahandasKaramchand Gandhi， 1869-1948)が18歳のとき、ロンドン留学中
に『アジアの光』を読んで、日本のことを知ったことは有名であり、さらに、
こよなく日本を愛したラフカデイオ・ハーン (LafcadioHearn， 1850-1904)がこの
作品を読んで、、 1879年の10月14日に、仏教がこれからの未来の宗教になるかも
しれないと、友人に手紙を出したり、名著『骨董J (1902)をエドウイン・アー
ノルドに泰げたことはこれまた忘れることはできない。
1879年、この『アジアの光』が出版された当時、イギ1)スやアメリカの知識
人は、仏教の創始者ゴータマ・ブッダの生涯を描いたこの散文詩に飛ひ、ついた。
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大英帝国の繁栄の光に陰りが見え、暗雲が立ち込めつつあったヴイクトリア時
代の世紀末に、どこかにエキゾティシズムが潜み、オカルト的仏教の「虚無の
信仰J (ロジ、エ・ポル・ドロワ、島田裕己、図柄正彦訳、『虚無の信仰一西欧はなぜ仏
教を怖れたか』、トランスピ‘ユ一、 2002)を美しく描き出した『アジアの光』は、イ
ギリスやアメリカの知識人だけでなく、世界各国語に翻訳され、ヨーロッパ中
の知識人を魅了した。
なぜ私がこのエドウイン・アーノルドわ『アジアの光』の初版を手に入れた
いと思ったのか。それは、私が研究してきた D.H・ロレンスが、 1908年4
月21B、恋人のルイーザ・パロウズに「浬繋J (Nirvana)を語る際に、この『ア
ジアの光』からさりげなく引用していたからである。レスターの叔母エイダ
(Ada Rose Krenkow， 1868-1944)がひどい病気で、数日しか命がないという知らせ
を受け、「ああ、聖なるj皇繋のために」と‘nirvana'などとし、う仏教用語を使い、
次のような詩をルイーザ・パロウズに送っていたので、ある。
‘Om， Mani Padme， Om! The Dewdrop slips 
Into the shining sea.' 
‘Unto Nirvana he is one with Life yet lives not.' 
‘一-Nirvana - where the Silence lives' 
この詩はもちろん『アジアの光』の234頁の次の一節から採られていること
は明らかである。
…He goes 
Unto Nirvana. He is one with Life 
Yet lives not. He is blest， ceasing to be. 
OM， MANI P ADME! The Dewdrop slips 
Into the shining sea! 
(仏陀は浬繋に入る。生とひとつになるものの、生を生きてはいない。存
オーム マニ パードメオーム
在しなくなり、福者となる。 I慮、蓮華の中の宝珠、 I億! 露の滴は、今、
輝きの海へと静かに入り込む。)
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ここでの呪文は、 O血ma早i
padme hu!pというノfー リ語
による祈りのことばであり、
この呪文を中国語に音訳した
ものが r]有無阿弥陀仏」であ
ることは、岩本裕『仏教入
門.! (中公新書、 1969)などで
も詳細に論じられている。エ
ドウイン・アーノルドは全8
写真2 章からなる作品の中で、この
呪文を2度しか用いていないが、もうー箇所ではHUMと正しく綴っている。
ロレンスは、この呪文に魅かれたようで、『羽鱗の蛇J (The Pl1l11ed SeJte川
1926)第3章でも、チベット人が唱えるというこの奇妙な呪文を‘ManiPadma 
Om'という形で描き出している。
ノッテインガム大学を卒業したばかりの青年ロレンスが、いつ『アジアの
光』を読んだか定かではないが、 1)チヤード・ガーネット (RichardGarnett， 
1835-1906)が編集した『世界名著全集.1(全20巻)(The 11Itematiollal Lib叩 yof Fa柳川
Literatu陀)がウォーカー・ストリートの 3番目の家に置かれていたことだけは
確かであり、その中に『アジアの光』が入っていたのである。
実は1980年、私が初めてイーストウッドに滞在したとき、ロレンスが F息子
と恋人』で描いた「谷底長屋」の家に滞在する機会を得た。この家をケン・ロ
ノTー ツ (KenRoberts)という作家が当時購入して、ロレンスに輿味を持つ人であ
れば、誰でも自由に泊めてくれた。日本からやってきた貧乏学者ということで、
夏の問中、 2階と屋根裏部屋を私たち家族のために開放してくれた。 1階は今
でも博物館として利用されている。そして、今田、 79歳を迎えるケン・ロパー
ツ氏と再会した。そのとき、 r1冊50p(100円)だったので、リチヤード・ガー
ネットが編集した『世界名著全集』をリヴァフ。ーjレから持ってきたんだ」と言
って、私に見せてくれた。 20巻もの全集は分厚いもので、「これを『息子と恋
人』の家に置いておきたいんだ、ロレンスが一番愛していた本なので」と語っ
てくれた。このケン・ロパーツ氏[写真2]は、言語学で
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でもあるが、最近「考古学」で、博士号を取ったんだ、とうれしそうに話してく
れた。「北ウエールズにあるナショナル・トラストのボドナント・ガーデン
(Bodnant Gardens)のすぐ近くに別荘があるので、ぜひ遊びに来し、」と言ってく
れたものの、ケン・ロパーツ氏がヘルペスにかかったりしたので、どうしても
都合がつかず、行けずじまいだった。「その別荘に、ロレンスの初版本を置い
ているので、次回訪問したときに持って帰ってくれ」とL、う電話までいただい
た。現在はこの SOI1SωzdLovel's House (28 Garden Road)を改装して、 B&B
0ohn.elliot 4 @btinternet.com)として世界のロレンスファンのために開放している
が、その管理をしているジョン・エリオット CJohnEliot)氏は、ケンのことを、
「博愛主義者J (philanthropist)といつも呼んでいた。
現在も、博愛主義者としてリヴァプールに世界中から大学院生を呼び寄せ、
イギリスのナショナル・トラストを案内してイギリス文化とイギリス文学を教
えておられる。「昨年はウクライナからも学生がやってきたし、その引率の先
生からの e-mailが来たので添付します。それに今年は 1人日本人女子学生も
滞在しているのでクリスマス期間中にボランテイアでホームステイさせてあげ
る家庭はありませんか」と私にまでe-mai!が届いた。カナダ旅行をしていた
奥さんと娘さんを事故で亡くし、お姉さんも最近病気で亡くして、 l人で生活
しているにもかかわらず、その生き方は前向きで、明るい。イギリス滞在中に、
私の85歳の母が日本で突然亡くなったときも、ケンは自分自身の母親の死のこ
とを語ってくれながら、死は決して悲しいことではない、生きているあなたの
心の中に死んだ人も存在しているのだからと諭してくれた。 25年たっても、博
愛主義者ケン・ロパーツ氏は、私にとっての古きよきイギリス紳士であり、友
人でもある。
(4)アラン・シリトー(AlanSilitoe， 1928-)との出会い
今回 1年間D.H・ロレンスの故郷イーストウッドに滞在して、唯一予想外
だったことに、 D.H. Lawrence Festiva! 2005があげられる。 8月20日から10月
9臼までの2か月近くにわたる、ブロクストウ区役所主催の「夏祭り」とでも
呼べばいいイベントだった。最初は、ロレンスの生家博物館を中心にロレンス
の本の展示だとか絵画の展示をやる程度のお祭りだと思っていた。が、実際に
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パンフレットを見て驚いた。この期間中、イーストウッド小学校の Eastwood
Theatr巴や、ノッテインガム市の BroadwayCinema、それにダービィ市の Der-
by Playhouseなどで「ロレンス映画祭」が開催される。さらに、ロレンスゆ
かりの地をゆっくりと歩きながら古きよき時代を解説してくれる Miner'sStag 
ger (8月21日)、 TheCountry of my Heart ( 8月27日)、 GuidedWalk of the Blue 
Line( 9月10日)、 CircularD. H. Lawr巴nceWalk(10月9日)といった遊歩道(public
fotpath)を歩いてパフ寺巡りをしていく昼間の散策も組まれていた。 10マイル(16
km)を5時間もかけて散策することもあり、老若男女が、パブをはしごしなが
ら歩いていく楽しみは、まさしく D.H・ロレンスの『息子と恋人』を疑似体
験しているかのようだった。作品中で、主人公ポールは、ノッテインガムの会
社から 8マイル以上もあるイーストウッドまで真夜中に歩いて帰ってくるし、
父親はその同じ距離をパブをはしごしながら家まで、戻ってくる。現在も、昔の
名前でそのパフV工残っているし、 D.H・ロレンスファンにとって、この10マ
イル散策はたまらない体験だと言えよう。
さらに私が驚いたのは、‘ANight in Mexico' ( 8月24日[水])というメキシコ料
理を食べながら「ロレンスとメキシコ」についての講演を聴くという夕べであ
った。ブロクストウ区役所は現在DurbanHouse Heritage Centreに職員を常駐
させ、ここでロレンスの常設展示を行なっている。このダーパン・ハウスには
D.H.ロレンスのサインを入れた鉛筆、万年筆、葉、さらにはチョコレート
までがお土産として並べてあるO 珍しいところでは、杖に貼り付ける鉄製のス
テッカーから、ブロクストウ区役所が買い取った12枚の絵画の絵はがきから、
メモ帳まで、売っている。まさしく、 D.H・ロレンスによる「まちおこし」が、
区役所を中心に2か月にもわたる「ロレンス祭りJ として行なわれていたので
ある。イーストウッドの図書館も、昔のように「ホプキン文庫」を中心にして
はいるものの、 localstudiesを充実さぜ、特にD.H・ロレンスについての研
究書を有名なものは3冊も並べていて、いつでも貸し出しできる体制がとられ
ている。ロレンスの故郷イーストウッドは、今、 D.H・ロレンスの町として
「まちおこし」を進めており、 2007年8月16日一21日に 'D'H.ロレンス国
際学会」を EastwoodHallを宿泊場所とし、 DurbanHouseを中心に開催する
ことを決定している。このダーパン・ハウスとは、『息子と恋人』の中で主人
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公ポーjレが、父親の代わりに金曜日に、週給を受け取りに行ったその建物なの
だ。もともと炭坑を経営していたパーパー・ウォーカー会社(Barber& Walker 
Company)の事務所であったこのダーパン・ハウスには現在立派なレストランが
あり、ここで夕方7時30分から 3コースの夕食(005.00)を食べながら、講演を
聴くというイベントだったので、参加した。 9時に夕食が終わったのにまだ講演
は始まらない。コーヒーやティーを飲んだのは 9時。その後30分ほどダーパ
ン・ハウスの展示の案内があり、講演が始まったのは、 10時。ジャーナリスト
でもあり小説家でもあるジオフ・ダイアー (GeoffDyer)氏の講演は 1時間以上
続く O ダーパン・ハウスを後にしたのは、真夜中だった。
ジオフ・ダイアー氏は若い頃からD.H.ロレンスに興味を抱いていたもの
の、どうしても「ロレンス論」が書けず、結局、ロレンスが旅をしたメキシコ
まで出かけ、ょうやく『単なる怒りから~ (Ollt of Sheer Rage， Litle Brown and 
Company， 1977)という形でロレンス論を 1冊の本にした作家である。ヘイ・オ
ン・ワイの古本屋にこのジオフ・ダイアー氏の初版本のみならず、新版も数多
く並んで、いた。古本屋で手に入れただけでなく、本人から新しい版を 1冊購入
してサインをしてもらった。
もう 1人有名な作家がイーストウッドを訪れた。ノッティンガムの労働者出
身の作家、アラン・シリトーである。『土曜の夜と日曜の朝J (SaturdαY Night 
ald SlI1zdαyMomi略 1958)などで、「怒れる若者たち」を描き出したこの有名作家
も、 1928年生まれなので、すでに80歳近くになっているはずなのだが、実は60
歳ぐらいにしか見えない。「シリトーのロレンス論J (‘Sillitoe on Lawrence')とい
う講演を始める前に、何やら取り出して、ツーツートントンと音を立て始めた。
モールス信号を打ち始めたのだ。聴衆が唖然としている中で、誰かが手をあげ
た。「分かった」とシリトーに伝えたのである。私には何のことだか全く分か
らなかったが、シリトーはすかさず、ロレンスという作家が打つモールス信号
は、今、私が打ったモールス信号を理解してくれた人と同じように、すべて分
かるのです。ロレンスが『息子と恋人』で描いた世界はまさしく私の父や母が
そのまま体験したことであり、ベイクウェル(Bakewell)を訪れたり、自転車で
走り回っている作品中のポール・モレルはまさしく私自身でもあるのです、と
切り出した。
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こうして「シリトーのロレンス論」が始まったのだが、モールス信号を片付
けると、アラン・シリトーは原稿を取り出し、そこからはただその原稿を読ん
でいく。会場にはノッテインガム大学を訪問中の日本人学者や学生も参加して
いたが、私同様、えっ、と d思ったに違いない。坊主頭で、その辺のおじさんと
いった、か細い体で、はあっても気さくそうなシリトーが、一瞬にして真面白な
顔をして、原稿を棒読みし始めたからだ。
3分ほどたって、私は、あっ、と思った。シリトーは、何とその昔に書いた
「ロレンスと地方J (‘D. H. Lawrence and District')というロレンス論をそのまま
読み上げていたのだ。今回会場で購入し、サインをもらったシリトーの新しい
エッセイ集を聞いてみると、そこにも同じエッセイが載っていた。しめた、と
ばかりに私は本を見ながらシリトーの講演を聴いた(?)のだった。
シリトーのロレンス論は、まず「故郷を捨てた」ロレンスを論じる。「旅立
ちJ のテーマである。シリトー自身が描いたあの殺伐としたノッティンガムが、
炭坑の村イーストウッドに重なる。しかし、シリトーは「ロレンスがイースト
ウッドを嫌悪してその故郷を捨てたのではなく、「醜さの中の美しさ」を求め
て、 dustや sootや smokeや dung(糞)に汚れた炭坑を cleanにしようとする女
性たちのその姿を描いている」と言う。
イーストウッドから、英国そのものから脱出しなければならなかった最大の
要因は「息の詰まるような階級意識」だったとも言う。さらに、シリトーは今
もなお美しいダーピイシャやノッテインガムシャのあの谷と山に閉まれた「地
方の美しさJ (‘local beauty')こそが、ロレンスの作品には散りばめられていて、
「ロレンスの作品を読んでいると描かれているその場所を今なお私は辿ってい
くことができる」と言い切る。シリトーは、「ロレンスの故郷の心の地図(‘the
mental maps of his native ground')はきわめて正確なのだ」と論じ、「ロレンスはノ
ッテインガムに生まれたからこそ『息子と恋人』が書けた」と結論する。 18年
間も世界中を駆け回ったロレンスの心の地図には、まさしくダーピイシャとノ
ツテインガムシヤの「地方の美しさ」が刻まれていた、と論じるのである。自
分が30年も前に書き上げたロレンス論を、今もなお自信を持って語るシリトー
にあらためて感動した。
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(5)ロビン・フッドの故郷ノッティンガムを描いた14歳の天才作家パット・マ
クグラス(patMcGrath， 1946-) 
日本ロレンス協会元会長の鉄村春生先生から e-mailをいただき、先生がノ
ツテインガム大学に1970年頃留学していたとき、パット・マクグラス『ノッテ
インガムの青々とした葉J (Tlze G何回1Leaves 01 NottinglwlI， W. H. Allen， 1970)とい
う小説がベストセラーになっていたが、このパット・マクグラスという作家は
どうなっているのでしょうか、という質問があった。
恥ずかしいことに私はこの作家の名前を知らなかったので、イギリス人の友
人に聞いたが、「知らない」と言われ、ノッティンガム中央図書館に出向き、
女性ライブラリアンに「パット・マクグラスを知っていますか」と聞いてみた。
2人のライブラリアンが、‘1have no idea.'だとのこと。しかし、現代の図書
館は電子化されており、すぐに調べてくれた。「ありました」と、書庫の奥か
らさほど厚くはないものの立派なハードカバーの本を持ってきて、「ここで読
むのは自由ですJ と言ってくれた。手にとって裏表紙のところを見ると、イル
ケストン図書館の印が押してある。 1903年、ロレンスが小学校助教員をやって
いたとき、恋人ルイーザ・パロウズとともにこのイルケストンにある教員養成
所に通っていたことをふと思い出した。イルケストン図書館が購入したパッ
ト・マクグラスの小説が、今このノッテインガム中央図書館に運び込まれ、私
が手にしている。さらに頁をめくってわが目を疑った。このパット・マクグラ
スという作家は、何と1970年この小説出版当時、ロンドンにある総合中学校
(Comprehensive Schoot)の14歳の生徒であったのだ。「はしがき」を見て、これま
た驚いてしまった。アラン・シリトーが書いていたからである。ノッテインガ
ムの下町の方言をみごとに再現し、ノッテインガムの青年像を描き出したこの
小説をシリトーは高く評価している。もちろん、シリトーは14歳のこの少年に
まだ会ったことはない、という断り書きをしているものの、この作品がベスト
セラーとなるだろうと予言している。
しかし、若いライブラリアンだけでなく、ノッテインガムの慈善ショップ
(charity shop)の1つ、オクスファム (uxfam)という本専門の慈善ショップで働
いていた、 2人の若い男性庖員に ra local writerのPatMcGrathという作家
を知っていますか」と聞いてみたが、これまた、「知らない」とのこと。それ
( 183) 122 
では、とイ}ストウッド図書館のこれまた若い女性ライブラリアンに開いてみ
た。しかし答えは同じ。あきらめることなく、そこで一番齢を取っていると思
われる70歳ほどの非常勤のライブラリアンに同じ質問をしたら、にこつと笑っ
て、「ああ、 PatMcGrathという天才作家がし、たけれど、消えてしまったね。
第1作はベストセラーだったが、その後の小説はあまりぱっとしなかったと思
う」と話してくれるや、コンピュータのキーボードをたたいてくれた。 f1977
年に『夜明けJ (Dαybreak)、1978年に『群集の中の人びとJ (People ωtle C叩wd)
を出版したものの、その後は書いていないようだ」とのこと。ノッテインガム
中央図書館には当然のことロピン・フッド(RobinHood)の資料が所狭しと並ん
でし、た。無法者(outlaw)としてのロビン・フッドはノッテインガムの人たちの
ヒーローであり、ロビン・フッドが伝説上の人物などと言おうものなら、「と
んでもない、ここに集めてある資料を読んでごらんなさい」と言われること必
歪である。ノッテインガムでは、ロピン・フッドは、明らかに歴史上の人物と
して今なお存在している。ロビン・フッドが身につけている青い(green)服は、
シャーウッドの森(SherwoodForest)の象徴でもあり、パット・マクグラスの
『ノッテインガムの青々とした葉』というタイトルを見たノッテインガムの人
びと(パット・マクグラスはこの小説で、 Nottinghamishという形容詞まで作り出してい
る)には、瞬時に、シャーウッドの森を想起させる。その点で、美しかった森
の再生を殺伐とした街を描くことで読者に訴えたD・H.ロレンスやアラン・
シリト}の描く小説と軌をーにする。
ノッテインガム中央図書館には、その他、ノッテインガム出身の丈学者とし
て詩人パイロンの資料を備えている。今、パイロンの死体(body)は、ロレンス
が生まれたイーストウッドの隣村ハクノール(HacknalJ)セント・メアリー教区
教会の地下納体堂(cha即 elの地下)に置かれている。第 6代パイロン卿は、ノッ
テインガムのニューステッド・アピイ(トlewsteadAbbey)とL、う広大な土地を所
有することになるのだが、その昔パイロン家はノーマン征服(NormanConquest， 
1066)のとき、征服王ウィリアムに仕えた軍人であり、フランスからこの地に
移り住んでいた。 1539年、ニューステッド・アピィがヘンリ -8世によって解
散破壊され、その後正式にジョン・パイロン卿UohnByron)に付与されている。
この初代パイロン卿以来、パイロン家は6代まで続くのだが、 5代目パイロン
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卿が、近くのアネズリイ
(Annesley)の大地主であった
ウィリアム・チャワース
(Will即日 Chaworth)をロンドン
の宿屋で激論の末殺す、とい
う事件が起きる。 5代目パイ
ロン卿の息子はパイロン卿よ
りも先に死んでしまい、その
ため、 6代目になるはずの 5
代目パイロン卿の息子の甥に 写真3
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当たる、ジョージ・ゴードン・ノエル・ノTイロン (GeorgeGorden Noel Byron)が、
パイロン卿となった。 1788年生まれのパイロンは、 1824年4月19日に36歳で病
死しているが、 10代の半ば、近くのアネズリィ大邸宅に住んでいた 2歳年上の
メアリー・チャワース (MaryChaworth)に恋をする。「アネズリイの輝ける明け
の明星J (morning star)として詩の中にも詠まれたこのメアリーは、詩人パイロ
ンを振り、地元の名士ジャック・マスターズUack Musters)と結婚する。アネズ
リィ一帯の大地主チャワース家には息子がいなかったので、このメアリーが
Mary Chaworth Mustersとなって、 WilliamChaworthの跡を継ぐことになる。
今回、イーストウッドに住んで、実は、この MaryChaworth Mustersの一
族と再会した。 12世紀に造られたフェリー小修道院(FelleyPriory) [写真3]の
御主人(Iandlady)にお会いしたのは、 1994年のことだった。私は、彼女が庭師
(gardener)だと思い込んで話をしただけだったが、そのときそのあまりにも美
しい英語に驚いたことを思い出す。今圏、マツユキソウ (snowdrop)を見たいと
いう一心で、 2度ほど訪れた。フェリー小修道院の食堂でティーを飲んでいる
と、わざわざ私のところまで、やってきて、「申し訳ありまぜんが、今、パンフ
レットを切らしています。出来上がりしだい、送らせてもらうので住所を教え
てほしし、」とメモ帳を差し出してきたのだった。今回はパイロン卿のことを少
しだけ学んでいたので、まず、「パイロンとD.H・ロレンスはお好きです
か」という他愛ない質問をした。すると即座に、 r2人とも私は嫌いなんです
よ」と答えてくれたので、すかさず、「お名前は MaryChaworthさんですよ
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ね」と厚かましくも聞いてみ
た。すると、「いいえ、 Mary
Chaworth MustersですJ [写
真4] との答え。やはり、こ
の人があのパイロンの恋人、
メアリー・チャワースと血の
つながったチャワース家の相
続人で、あったのだ。年齢は81
歳。今もなおフェリー小修道
院の庭のすばらしい庭師でも
あり、アネズリィ一帯の大地主でもある。
ノッティンガム出身の文学者、パイロンは、イギリスを代表する詩人とし
て有名だが、 D.H・ロレンスは、そのパイロンがメアリー・チャワースと
恋をした場所、アネズリィ大邸宅(Annes!eyHall)を第 1作『白孔雀.l(The White 
Peacock， 1911)の中で美しく描き出していた。また、生まれ故郷のイーストウッ
ドから眺めるこのアネズリイの森を「愛する谷間」として『息子と恋人』の中
でも描いていたことを思い出す。シャーウッドの森のそのはずれに当たるであ
ろうアネズリイの森をロレンスはこう描写していた。作品中の主人公ポールは、
14歳になっていて、パイロンがメアリーと初恋に落ちた年齢とほぼ同じであ
った。
…・・すでにポールは産業主義の囚人となっていた。……谷間一面には麦畑
が広がっていて、太陽に照らされて明るく光っていた。炭坑が2つ、麦畑
の中に点在し、蒸気が白い羽毛のように空に舞い上がっていた。はるか向
こうのところにアネズリイの森が、暗く、魅力的に広がっていた。すでに
ポールの心は沈んでいた。彼は因われの身になりかけていた。この愛する
故郷の谷間にあった何にも囚われない自由が消えかかっていた。
(SOIlS ald Love爪 ChapterV，‘Pau! Launches into Life') 
ロビン・フッドが生きていた時代のノッテインガムの青々とした樹木の美し
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さは、ノッテインガムに住んでいる人びとの琴線に触れる。パット・マクグラ
スも14歳にして汚れたピルが建む並ぶ街の殺伐とした姿を『ノッテインガムの
青々とした葉』とL、う小説で描き出し、 D.H・ロレンスはそれよりも57年前
に、美しい村が産業主義の中に絡め取られるようすを執搬に活写している。
ロビン・フッドとシャーウッドの森は、イギリス全土に地名としてその名前
を残している。特にノッティンガム生まれの文学者の心の奥にはその原風景が
残っていると言えよう。今回私は、 D'H'ロレンスの原風景ともなったアネ
ズリイの森のその一角に今もなお静かに建っているアネズリィ大邸宅(Annes!ey
Hall)の中に偶然にも入ることができたのである。アネズリィ大邸宅の隣には
朽ち果てた旧アネズリィ教会が今でも立っている。 1901年に火事で焼け、ロレ
ンスも「傾いた墓石」を眺め、教会の裏庭から 1羽の「孔雀」が飛び出してく
る印象的な場面を『白孔雀』の中で描き出している。この廃竣と化した!日アネ
ズリイ教会とその下に建っているアネズリィ大邸宅をつなぐ敷石のところで、
アナブルという森番が登場する。その場所に、今もなお、マツユキソウ
(snowdrop)が群生し、傾いた墓石が寂しく昔の人びとの生活ぶりを語りかけ、
黒ウタドリ (b!ackbird)とツグミがロレンスの時代とほとんど変わることなく鳴
いていた。ロレンスの時代にも、このアネズリィ大邸宅は荒れ果てた荒涼館だ
ったが、私がその館を遠くから写真に収めていたところ、ハンチング帽をかぶ
った粋なイギ、1)ス紳士が近づいてきて、「こん館にそげん興味があるとなら、
高品ば見せてあけ、つぞ」と独特のノツテイガム説りで、言ってくれた。 9月11日、
この日は、ロレンスの誕生日でもあり、例のアメリカ貿易センターピルへのテ
ロ決行の日であり、日本では参議院解散後の総選挙の日でもあった。イギリス
では、警官が街角に立って警備を強化していて、外出しづらい 1日だったが、
私にとっては、思いもかけぬアネズリイ大邸宅の内部へともぐり込めた幸運な
日となった。
チャワース一家が所有し、今は廃嘘と化したこのアネズリィ大邸宅の内部を
見せてくれる人物とは一体誰なのか。私をここまで連れてきてくれたピル(Bill
Sm抽)という私と同世代のロレンスファンのイギリス人がノッテインガム詑り
の英語を通訳してくれて、アネズリイ大邸宅の鍵を持っていたこの紳士の正体
が分かった。実は、この館を長年裕修している大工の棟梁で、あったのだ。しか
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し、チャワ}ス家とパイロン
家のことに詳ししこの暖炉
の大理石にはパイロン卿の落
書きがしてあった、だとか、
パイロン卿が寝ていたベッド
がこの部屋に置いてあった、
と懐中電灯を照らしながら説
明してくれるのだ。樫の木と
レンガでみごとに補修をし、
地下のワインを置いていたセ
ラールームまで案内してくれて、実はこの館をアメリカのハリウッドの映画会
社がホラー映画の制作の際によく使っているんだ、とも説明してくれた。
『白孔雀』を描いたロレンスは、この館の内部までは見ていなかった。私は
この館の内部に入り込み、修復中のアネズリィ大邸宅の写真を撮った[写真5]。
ノーマン征服の項、この館に住んでいたチャワース一家のことを想い、 1803年、
パイロンがこのアネズリィ大邸宅を訪れ、 2歳年上のメアリー・チヤワースに
恋心を抱いたときのことを想った。
「わが心の故郷」と呼んだ、このアネズリイの森を歩いてその地霊を感じ取
ると、 D.H・ロレンスが打ち続けているモールス信号が、かすかに開き取れ
る気がする。ロレンスが1910年と1911年にルイーザ・パロウズへと送った手紙
の中でどうしても分からなかった笛所が、イーストウッド滞在中に1つ、また
1っと分かつてきた。アラン・シリトーが、 D.H・ロレンスのモールス信号
が手に取るように分かる、と言ったようには分からなくとも、日本人の私にも
ロレンスの手紙が理解でき、 150通以上の手紙の翻訳がロレンスの故郷、イー
ストウッドで完成したのだった。
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